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		日本で企業するには？
	
		
		
いつか日本で起業したいと思っている人や、独立での開業を目指している人の数は増えているのではないでしょうか。しかし、「起業したい」と思っていても、実際に起業するにはどのような手続きをするのか、心構えを持てばいいのかわからないという人は多いでしょう。今回は、起業をする前の手続きや心構えについて紹介しようと思います。起業を志す人の参考になれば幸いです。





起業をするために必要な資金集めについて




理想は自己資金で賄うことですが、開業資金の三分の一程度を目安として自己資金を用意していくことをおススメします。また、補助金や助成金などを利用することも場合によっては可能です。企業する際に自分の会社が適合するのであれば申請してみるのも一つの手段です。





会社の概要を決めていく




起業をするためには会社設立の手続きが必要となります。会社設立の手続きとしてまずすべきなのが定款の作成になります。定款は、会社の決まりのようなもので事業目的や会社名、所在地などを決める必要があります。事業目的や所在地などはすでに決まったものがありそうですが、会社名については悩む人が多いようです。ドメインが取得できるものか、検索しやすく覚えやすいものかなど、実際に社名にして覚えやすいものにしておくとよいでしょう。





印鑑の購入をする




会社を設立するためには、定款に印鑑を押印する必要があるため、法人の印鑑が必要になります。一般的には、印鑑は定款に押すための法人実印と銀行用の印鑑、請求書などに押す角印を用意します。





資本金の払込みをする




資本金をいくらにするのかを決め、払い込みをします。出資者が自分以外にいる場合、その出資者の住所や印鑑証明書が必要となります。その点についても留意して手続きをすすめていきましょう。





定款を提出する




定款に記載事項を記入し、印鑑などの準備が終わればいよいよ定款の認証になります。作成した定款は原始定款と呼ばれるもので、認証を受けるまでは効力を発揮しません。そのため、公証役場で定款の認証を受け、効力あるものにする必要があります。また、認証を受けた定款は法務局に提出する必要があり、法務局での認可が行われて正式に会社の設立となります。





社会保険や税の手続きも忘れずに




設立が完了しても、会社設立の手続きは続きます。会社に関する税の手続きをするために税務署に法人設立届出書を提出したり、社会保険に加入するために年金事務所や労働基準監督署に行く必要があります。




起業するためにはどのような手続きをすればよいのか、についてお伝えしました。真剣に起業をしたいと考えるのであれば全て考えて取り組みたい部分になると思います。しっかりと入念に準備をして、事業の成功確率を高めましょう。
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			日本で増え続けるオンラインカジノのレビューサイト		
	

		
		昨今、日本でもどんどん人気を増してきている「オンラインカジノ」。「ゲームサイト」「ネットカジノ」等とも呼ばれます。そのカジノサイトの数たるや、日本国内から遊べるものだけで今や2000個以上はあると言われています。ということで、現在「乱立状態」にあるといってもいいオンラインカジノサイト…。どのサイトで遊べばいいのか、選ぶのも一苦労ですよね。そこで、日本でもどんどん「オンラインカジノのレビューサイト」が増えてきています。レビューサイトとは、人気のあるゲームサイトを「安全性」「使いやすさ」「信頼性」「ボーナスの種類」等の観点から紹介している、いわゆるオンラインカジノの「比較サイト」です。 オンラインカジノは安全性が大事 そもそも、「ギャンブル（＝賭博行為）」自体は、日本ではれっきとした違法行為です。オンラインカジノは運営元が海外の「賭博行為が合法の国」であることから広まっています。とはいえ、合法というわけではなく、あくまで「違法でも合法でもない」という立ち位置のようです。法律は日々変わっていきますので、自己責任で、チェックし続ける必要があります。ですので、遊ぶサイトを決める際にも、『本当に安全なサイトなのかどうか』しっかり見極めないといけません。そこで比較サイトの存在が非常に重要になります。 レビューサイトを利用するのがおすすめ 2000以上ものゲームサイトを個人で比較し、安全性まで見極めるのは不可能といっていいでしょう。日本の企業が運営しているレビューサイトが今はたくさんあります。（それだけ、オンラインカジノがいまアツいという事でもありますね）。それぞれのレビューサイトには大体、初回ボーナスやサイトのおすすめポイントをまとめた表があります。とても分りやすくまとめてあり、非常に参考になります。ライセンス取得国なども記載がありますので、安全性も一緒に確認可能です。 カジノサイトのアフィリエイトについて こういったレビューサイトはオンラインカジノのアフィリエイトサイトでもあります。ゲームサイトのアフィリエイトは個人でも参入できます。ですが、初回登録料として数十万円も取るなど、悪質なビジネスを行っている輩もいます（利用者がカジノで勝った金額の〇％が一生支払われる…などと誘われるようです）。そういったものは「アフリエイトビジネス」ではなく、「ネットワークビジネス」にあたり、逮捕者も出ています。自分でしっかりと情報を集め、吟味すればこういったことは起こりません。納得いくまで情報収集することをおすすめします。
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			ラスベガスの基本情報をチェック！		
	

		
		アメリカ西部のネバダ州クラーク郡に一するギャンブラーの聖地、ラスベガス。「一生に一度は行ってみたい」と夢見ている人も、数多くいることでしょう。大人気の旅先のラスベガスの基本情報をまとめました。（とはいえ、日本からラスベガスは遠いですよね…。オンラインカジノhttps://bestjapanesecasinos.comなら自宅から遊べます。カジノエックスもおすすめですよ）。 概要 ラスベガス自体は実は小さな街で、徒歩でまわれます。観光用のモノレールやバスもたくさんあります。また夜も人通りが当然多く、ほとんどが旅行者なため、実は治安も大変良いのです。 大都会のイメージのラスベガスですが、実は広大な砂漠の中に位置しています。別の州から車で向かうと、砂漠の向こうから輝く街が現れます。グランド・キャニオンやレッド・ロック・キャニオンにも車でアクセス可能なため、セットでまわるのがおススメです。アメリカ人はロードトリップで周る人も多いです。 「ラスベガス・ブールバード」というメインの大通りは、通称「ストリップ通り」とよばれます。道沿いには数々のカジノを有する巨大テーマホテルが…。ラスベガスの各ホテルは昨今ではホテル自体のテーマやイベントに力をいれており、様々なアトラクションがホテル内や併設施設で楽しめ、カジノをプレイしなくても楽しめるようになっています。 世界有数の旅行地なだけでに、レストランも充実。また、エンターテイメントの街として、有名アーティストのコンサート、サーカスのシルク・ドゥ・ソレイユ、各種スポーツ施設も充実。遊ぶのに事欠きません。 日本からラスベガスへの行き方 ラスベガスの空港はマッキャラン空港です。以前はマッキャラン空港まで成田空港から直行便が飛んでいたのですが、現在では無くなってしまいました。 そこでまずロサンゼルス、サンフランシスコ、シアトルのどれかまで飛び、乗り換えが必要になります。乗り換え時間も込みで計算すると、成田空港→ラスベガスのマッキャラン空港までの所要時間は、約13時間となります。 前に述べたようにカジノxをテストしたい場合。これはあなたが勝った後にお金を稼ぐ方法です […]
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			日本の企業形態、四つの会社の種類とは？		
	

		
		日本には４種類の企業形態があります。一般的には株式会社と有限会社がほとんどです。日本企業の構成員には、企業が損失を出した場合の責任の形態が二種類あります。有限責任と無限責任です。有限責任の場合、出資した分の額までしか責任を負いませんが、無限責任の場合は損失がなくなるまで自己の資産を弁済に充てないといけません。 株式会社 株式会社（かぶしきがいしゃ）とは、日本の会社法に基づいて設立される会社形態で、株式と呼ばれる細分化された社員権を有する有限責任の社員（株主）のみから成るものの事である。出資者たる株主は出資額に応じて株式を取得し、配当により利益を得る。つまり株式市場から資金調達をし、株主に利益を配当する企業を株式会社と呼びます。有限責任の出資者、つまり株主からなります。 有限会社 有限責任の出資からなります。中小企業に適した企業形態です。 ※会社法の改正で現在は有限会社を設立できません。 ただし、改正以前から有限会社だった場合、そのまま以前と同様に有限会社と名乗るか、株式会社に変更してもよいことになっています。 合資会社 有限責任と無限責任の出資者からなります。大陸法上の会社形態で、コンメンダに由来する有限責任社員と無限責任社員から構成される組合類似の組織を有するのが特徴です。日本の他、フランス、ドイツ、米国ルイジアナ州などの大陸法諸国において認められる制度でありますが、英米法においてもリミテッド・パートナーシップと呼ばれる類似の企業形態が制定されています。日本法の法令用語としては日本の会社法上のものを指す場合と、類似の形態の外国会社を含む場合とがあります。日本法上の合資会社は、英語表記ではlimited partnership […]
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